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　高校時代の恩師で、考古学者でもある塙静夫先生の講演会
をきっかけに、休日の楽しみとして令和４年から歴史散策を始め
ました。令和５年の博物館連続講座を受講して、職場が大谷地
区、社会科の教員である私は、日本遺産の大谷石文化をもっと
知りたい、楽しみたい、伝えたいと思うようになりました。
　講座で石屋根についてのお話を伺った数日後、通勤路にあっ
た石屋根が道路拡張のためになくなってしまうという出来事が
ありました。どんなものでも永遠に存在するのは難しいことで
す。寂しさもありますが、なくなる前にその存在を知ることがで
き、記憶に残せて良かったという思いがこみあげてきました。我

が家の周辺でも、大谷石の塀や蔵のある
家が多く、東日本大震災で壊れた部分も
修理して、大切に使われています。形あ
る大谷石のもつ、作った人の思いや歴史的背景など目に見えな
いエピソードに魅力を感じています。最近では、散歩しながら今
まで同じ大谷石だと思っていたものにも様々な種類があることに
気がつくようになりました。研究会に参加するたびに新しい知識
が得られるので、日常生活に楽しみと彩りが増えました。これか
らも身近な大谷石に心を寄せて、こめられた思いや願いに触れ
ていきたいと思っています。よろしくお願いいたします。

　　NPO法人大谷石研究会  会員　佐藤左恵子
（特別支援学校　教諭）

　　　　　　　

「大谷石への想い」　
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光
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。
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に
事

務
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ら
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ら
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０
２
３
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。
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。
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。
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入
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憶
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。
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し
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お
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と
考
え
て
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ま
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。
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落
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に
、
集
落
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気
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が
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成
さ
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つ
つ
あ
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今
後
も
集
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の
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と
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。

　

以
上
は
、
在
任
中
の
代
表
的
な
活
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で
あ

り
、
そ
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ほ
か
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
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ら
専
門
委
員
会
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さ
ま
ざ
ま

な
活
動
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は
、
事
務
局
の
多
大
な
支
援

と
会
員
有
志
の
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

退
任
を
機
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表

し
ま
す
。
最
後
に
、
大
谷
石
の
文
化
遺
産
を

次
世
代
へ
継
承
し
て
行
く
た
め
、
研
究
会
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
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　この度の役員改選において、永見正明副理事長・髙橋啓子事務局長・和田昇三専門委員会委員長・坂本湛子理
事の４名が退任されることになりました。髙橋さん和田さんには顧問として、今後も見守って頂くことになりまし
た。新役員には副理事長に和氣文輝理事、事務局長に田村紀夫さん、新たに佐藤光弘さん、高橋卓さんが理事に
新任される予定です。退任される理事の皆様、長い間ご尽力いただきまして、誠にありがとうございました。

NPO法人大谷石研究会 役員改選のお知らせ

〒321-0345　栃木県宇都宮市大谷町1249
　　　　　　　　（株式会社とちぎテラス内）
TEL028-678-2720  FAX028-678-2740
http://www.ooyaishi.org/
mail:info@ooyaishi.org
　　　　　　　　　　　　編集責任者　佐藤 公紀

大谷石研究会では、会員の募集をしています！
入会の資格は、年齢、性別、職業、地域を問いません。
「大谷石が好きだ！」という事だけです。
現在、20代から80代の約120名の会員がいます。
年会費は個人会員4,000円、特別会員10,000円です。
入会希望者は、左記の事務局へ問い合わせて下さい。


